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な脳機能を理解する上で極めて興味ある問題として現在精力的な研究が進められている。 
 
脳機能のさらなる解明に向けて 
	 「求める」ことについては、報酬・忌避、習慣化といった機能を通じて、線条体、黒質、大脳皮質

が中心的な役割を果たしていることが明らかにされてきた。ただし、あることを求めるか求めないか

は決して単純な制御ではなく、それまでの経験や、その時の飢餓状態や、どれだけ精神状態が高揚し

ているか、あるいは何らかの不安があるかといった、その時に置かれた状況が脳に情報として働くの

であって、それらについては違う脳部位が働いている。例えば「情動」「恐れ」「恐怖」の場合は扁桃

体という部位であり、「不安」は中隔核という部位である。 
	 「不安」と一言で言っても、高いところに行った時不安なのは人間もマウスも同じだが、明日試験

があるから不安だ、ということはマウスにはないだろう。同様に、一見単純に思われる報酬・忌避も

周りの状況に影響される。したがって、感覚系とそれを支配する脳機能、あるいはほかの脳機能が相

互にどのように関係し合って、一連の高次な脳機能が起こるのか、という研究が進められている。 
	 さらに言えば個性の問題も加わる。その人が本来意欲的であるか、注意力散漫であるか、といった

ことである。先の例で言えば、危険でも報酬を求めるかどうかは、どれだけおなかがすいているかに

もよるが、性格的に失敗を恐れない人は大きな報酬のほうを求めるだろうし、それが異常であるとギ

ャンブル症が起きる。個性の問題を理解するために例えばドーパミンの受容体の遺伝子変異と性格が

対応するのかどうかといったパーソナリティの問題についても、現在解析が進みつつある。 
	 嗜好の中の「求める」という問題は、我々の社会生活と非常に関係が深い。今はそれを解析できる

時代にもなってきた。ならば、「好む」ということがなぜ起きるのか、その理解の道のりはなかなか遠

いが、脳科学の進歩によって次第に分かってくるものと思う。 
（了） 
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